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○
経
済
産
業
省
令
第
三
十
九
号

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
一

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
小
規
模
企
業
共
済
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
二
号
）
第
七
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
十
三
条

第
一
項
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
小
規
模
企
業
共
済
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

小
規
模
企
業
共
済
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

小
規
模
企
業
共
済
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
」
に
改
め
、
「
に
申
込
金
を
添
え
て
、
こ
れ
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号

中
「
第
七
十
二
条
の
八
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
七
十
二
条
の
十
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
お
よ
び
共
済
手
帳
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
共
済
契
約
の
締
結
の
拒
絶
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
し
、
か
つ
、
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返
還
す
る
申
込
金
の
送
金
通
知
書
を
送
付
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
未
納
月
分
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
正
当
な
理
由
は
、
暴
風
、
豪
雨
、
洪
水
、
地
震
そ
の
他
の
異
常
な

自
然
現
象
又
は
火
事
若
し
く
は
爆
発
そ
の
他
そ
の
及
ぼ
す
被
害
の
程
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
原
因
（
以
下
「
災
害
」

と
い
う
。
）
等
の
共
済
契
約
者
が
そ
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
り
掛
金
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

つ
た
こ
と
と
す
る
。

第
七
条
中
「
に
共
済
手
帳
を
添
え
て
、
こ
れ
」
を
削
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条

削
除

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
変
更
後
の
掛
金
月
額
の
通
知
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
明
ら
か
に
し
た
共
済
手
帳
を
送
付
し
、
か

つ
、
従
前
の
共
済
手
帳
に
掛
金
月
額
の
変
更
が
あ
つ
た
旨
を
記
載
し
、
こ
れ
を
返
還
」
を
「
明
ら
か
に
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
及
び
第
二
号
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
死
亡
等
」
を
「
疾
病
、
負
傷
若
し
く
は
死
亡

」
に
改
め
、
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
又
は
六
十
五
歳
以
上
で
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
死
亡
等
」
を
「
疾
病
、
負
傷
又
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は
死
亡
」
に
改
め
、
「
及
び
第
二
号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
下
に
「
（
六
十
五
歳
以

上
で
会
社
等
の
役
員
で
な
く
な
つ
た
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
そ
の
者
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
の
下
に
「
た
だ
し
、
機
構
が
代
理
人
一
人
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
は
な
い
。
」
を
加
え
る
。

第
十
条
の
三
第
二
号
中
「
暴
風
、
豪
雨
、
洪
水
、
地
震
そ
の
他
の
異
常
な
自
然
現
象
又
は
火
事
若
し
く
は
爆
発
そ
の
他
そ
の

及
ぼ
す
被
害
の
程
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
原
因
（
以
下
「
災
害
」
と
い
う
。
）
」
を
「
災
害
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
及
び
第
十
五
条
中
「
に
共
済
手
帳
を
添
え
て
、
こ
れ
」
を
削
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
に
共
済
手
帳
お
よ
び
従
前
の
共
済
契
約
に
係
る
共
済
手
帳
を
添
え
て
、
こ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
三

項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
同
経
営
者
た
る
小
規
模
企
業
者
で
あ
る
共
済
契
約
者
が
掛
金
納
付
月
数
の
通
算
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
十
七
条
の
二

法
第
十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
共
同
経
営
者
た
る
小
規
模
企
業
者
で
あ
る
共
済

契
約
者
が
、
法
第
七
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
ら
ず
に
共
同
経
営
者
で
な
く
な
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つ
た
場
合
と
す
る
。

第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
八
条

削
除

第
十
九
条
第
二
項
中
「
共
済
手
帳
を
提
出
し
て
し
」
を
「
そ
の
旨
を
申
し
出
」
に
、
「
共
済
手
帳
に
そ
の
旨
を
記
載
」
を
「

共
済
契
約
者
に
対
し
、
掛
金
の
納
付
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
提
出
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条

削
除

第
二
十
四
条
第
三
項
中
「
第
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年

法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
に
施
行
す
る
。


